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府立千里高等学校
校長　佐々木　啓

令和６年度　学校経営計画及び学校評価　
１　めざす学校像
	「千里から世界へ、未来への航海」の標語のもと、確かな知識・学力と豊かな感性に基づく知的好奇心と行動力を備え、自他を敬愛・尊重し、グローバルな視点と自主・自律・創造の精神をもって自己実現を図り、よりよい未来社会を実現するために活躍できる人物を育成する学校



２　中期的目標
	· 国際社会・地域社会で活躍する生徒の育成という本校の目標の実現をめざす。
１　確かな学力の育成及び希望進路の実現　
(１)	進路につながる学力の育成
ア　１日７時間授業を行うとともに、知識・技能、思考力・判断力・表現力、主体的に学びに向かう力をバランスよく育成する。
イ　大学や研究機関、企業関係者等との連携・助言による学習を数多く経験することにより、自己の将来について考え、学習に対する関心・意欲を高める。
(２)	国際・科学高校としての専門性の錬磨
ア　ＳＳＨ、ＷＷＬなど研究指定等を積極的に活用し、知識・技能を活用する力の育成と課題研究の質の向上を図る。
イ　校内外研修、語学研修、国際教育、国際交流等に積極的に取り組む。
(３)	全ての生徒の希望進路の実現
ア　進路指導における指導実績の蓄積と継承に基づき、生徒一人ひとりの進路希望と学力や意識について把握し、指導・支援する。
イ　長期休業期間や土曜、放課後における補習・講習等を計画的かつ生徒のニーズにあうように実施する。
＊国公立大学現役合格率約３割を令和８年度も維持するとともに、京阪神大の現浪合格者数を30名にする。
（Ｒ３：35％ Ｒ４: 32％　Ｒ５：25％）（Ｒ３：18名　Ｒ４：29名　Ｒ５：10名）

２　豊かな人間性の涵養　
(1)  知・徳・体のバランスのとれた生徒の育成
ア　生徒会活動や学校行事、すべての学校生活を通してリーダーシップや協調性、創造性、豊かな感性を育む。
イ　部活動、国際交流、学会等での発表など、校内外の活動にも積極的・主体的に取り組み、学習と両立させる。
(２)	人権を尊重する精神の涵養
ア　卒業生や社会貢献に取り組む人たちによる講演や交流、特色ある授業を行うことで、多くの価値観に触れて豊かな人権感覚を養う。
イ　人権講演会や人権ホームルームを充実させ、多様性を尊重する人権教育を推進する。　
ウ　細やかな教育相談体制を継続し、支援を必要とする生徒に組織として適切に対応する。

３　学校の組織力の向上
(1)  学習指導方法の工夫改善
ア　スクール・ポリシーの実現のために教科・学年・分掌を超えた情報共有を図る。
イ　学校全体として研究授業を行うとともに研究協議を実施し、ＰＤＣＡサイクルによる授業改善を継続する。
ウ　学習指導要領の実施、評価方法についての研究、新課程大学入試対応、１人１台端末のさらなる活用など新しい教育課題への取組みを継続する。
(2)  危機管理力の向上
ア　感染症対応やインターネットトラブル、いじめ事象など、不測の事態が起きても迅速に対応できる組織的な対応力を維持・強化する。
(３)　効果的な情報発信
　　　　 ア　本校の特長と魅力の先鋭化と情報発信の強化
(４)	働き方改革の推進
ア　組織としての方向性の共有を基盤にさらなる校務の効率化を図り、教職員が生き生きと働ける職場づくりを推進する。



【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】
	学校教育自己診断の結果と分析［令和　６　年　12　月実施分］
	学校運営協議会からの意見

	【学習指導】　生徒の授業に関する項目「授業に満足できる」、「難易度や進度は適切」、「先生に質問しやすい」、「先生は努力を認めてくれる」の肯定的評価はともに80％を維持、保護者の「各教科指導に満足している」、「子どもは授業がわかりやすく楽しいと言っている」は上昇している。教職員の「各教科において、教材の精選・工夫、指導方法改善を行っている」も90％を維持した。授業研究会による授業力向上の取組みを継続し、今年度は「考察力の育成」に重点を置いた取組みを行った。生徒の「学校は１人１台端末を効果的に活用している」、教職員の「授業などでのICT機器活用」が共に95％を維持しているように、ICTの活用促進の取組みも重ねている。今後も生徒を伸ばす、生徒・保護者の満足につながる改善を行いたいと考えている。
【進路指導】　生徒の「将来の進路や生き方について考える機会がある」、保護者の「将来の進路や職業について適切な指導を行っている」、教職員の「進路選択に向けてきめ細かい情報提供をおこなっている」は高い水準を維持している。次年度も、さらなる情報提供、進路相談・懇談の充実に努め、生徒・保護者の進路希望を叶えるよう努めていく。
【生徒指導】　保護者の「生徒指導の方針に共感できる」、生徒の「先生の指導には納得できる」、教職員の「カウンセリングマインドを取り入れた生徒指導を行っている」の項目はいずれも上昇した。いじめへの対応の肯定的評価は生徒、保護者、教職員ともに90％前後の高い水準を維持している。併せて、教員の「教育相談体制の整備」、生徒の「悩みや相談に応じてくれる先生がいる」も上昇しており、日ごろの生徒対応が評価されていると考える。次年度以降もさらに生徒の声を受け止め、主体性を育てる生徒指導を行っていく。
【学校運営】　本校の特色について、国際文化科生徒の「国際性を養う機会が多い」、総合科学科生徒の「科学への興味を高める機会が多い」の項目はともに95％以上の高水準を保ち、保護者の「学校は専門高校としての深い知識・技能について学ばせている」も90％を維持するなど、専門性の高い取組みが評価された。保護者の「千里高校は魅力的な学校である」、生徒の「千里高校に入学してよかった」、「学校へ行くのが楽しい」もほぼ90％を維持するなど、学校評価は高い水準を保っていることから、教職員集団の努力は実を結びつつあると考える。
教員による学校組織の評価が格段に上昇していることからもわかるように、全校体制で生徒を伸ばす組織として成長しつつあると考える。今後も生徒を成長させる、本校の特長的な活動の魅力を積極的に発信していきたい。
	第１回（６/21）
・１人１台端末について、LGHの学校として推進していってほしい。
・遮光カーテンをうまく活用できている。
・小学校や地域にも千里高校の良さをアピールしてはどうか。
第２回（10/25）
・英語などの授業で、１人１台端末を活用したモデル授業を作れるとよい。
・SSHの取り組みについて、定点観察を定期的に行い、比較してみるのはどうか。
　探究の横展開が重要である。各教科で研究することは素晴らしい。
・千里高校の良さが生徒に伝わっていないのではないか。もっと伝えられると良い。
第３回（2/28）
・考察力の育成を主なねらいとする授業研究を実施したということはたいへん素晴らしい取組みだ。
・『探究』の課題研究の発表に中学生も招待され参加できる。中学生にとって良い勉強の機会になった。
・LGHやSSHなどに関連したアンケート結果から、ここ数年、進化していることが読み取れる。今後はさらに、まだ伸びていないところの項目の改善に向けて、より一層取り組んでいってもらいたい。



３　本年度の取組内容及び自己評価
	中期的
目標
	今年度の重点目標
	具体的な取組計画・内容
	評価指標[R５年度値]
	自己評価

	１　確かな学力の育成及び希望進路の実現
	(1) 進路につながる学力の育成
	(１)

	（１）
	

	
	ア　知識習得型授業と探究型授業のバランス

	ア・７時間授業により授業内容を充実させる。


1 
	ア・「授業は充実しており満足できる」85％以上を維持［88％］
・「授業で自分の考えをまとめたり発表する機会がある」90％以上を維持［96％］
	ア・考察力を育成する観点で授業改善を図る取り組みを進めることで授業充実を図った。
授業満足度は85％（○）
　・探究に力を入れることで、生徒の活動を伸ばしている。95％（○）

	
	イ　大学等との連携・助言による学習、体験型学習の実施

	イ・外部連携等により指導助言を受けたり、体験型学習を実施したりすることで、学習意欲を喚起したり、将来の生き方について考えたりさせる。
	イ・「将来の進路や生き方について考える機会がある」90％以上を維持[92％]

	イ・探究・科学探究等、外部連携について進めることで、生徒の成長がみられている。
92％（○）

	
	(2) 国際・科学高校としての専門性の錬磨
	(２）

	（２）

	

	
	ア　ＳＳＨ、ＷＷＬによる知識・技能を活用する力と課題研究の質の向上






	ア・課題研究（「探究」「科学探究」）を積極的に実施し、関係組織と連携し、専門分野における探究力を高める。
　・ＳＳＨ及びＳＧＨ中間発表時等における両学科間の交流を図る。
・生徒の様々な形態のプレゼンテーションを実施する。
・研究指定校等、取組みの先進的な学校を視察するなど研究に努め、本校の実践に還元する。
	ア・「探究や科学探究の授業は知的好奇心を高める」80％以上を維持［83％］
　・学科を超えた（文理融合）交流及び合同の研究活動の試行
　・校外プレゼンテーション参加数　80人以上 [105人]
　・教員による先進校視察や研修の受講を計画的に進める。　延べ20名［10名］


	ア・生徒の意欲関心が高まっている。86％（○）


　・科学探究・探究中間発表会、千里フェスタの際の交流、FSGの際の合同研究活動など、学科を超えた研究活動を実施。（○）
　・校外プレゼンテーション参加者は約120名（○）
　・先進校視察10校17名、研修受講14名
延べ31名（◎）



	
	イ　校内外研修、国際教育、国際交流の取組み




	イ・校内外での探究・科学探究に係る研修の実施
・オンラインを含む国際交流や校内外における語学研修・国際交流の機会を設ける。

2 
	イ・語学研修・国際交流の機会、科学系の研修に参加または実施する。　　　　10回以上［13回］
　・「千里高校は国際性を養う機会が多い」国際文化科の生徒90％以上［92％］「千里高校は科学への興味を高める機会が多い」総合科学科の生徒90％以上[93％]を維持
	　・様々な研修が、順調に進んでいる。
語学研修４回、国際交流３回、科学系研修４　
回　合計11回（○）
　・学科の特色ある取組みについて、生徒は理解を深めていると考える。国際文化科95％（○）、総合科学科96％（○）

	
	(3) 希望進路の実現
	(３)
	（３）
	

	
	ア　進路指導のノウハウの継承による進路指導支援

	ア・３年間を見通した総合的指導計画（学習指導・進路指導・生活指導等）、独自資料を活用し、指導・支援する。
3 
	ア・国公立大学合格者数現役約30％を復活する。[25％]
・「進路についての情報を適切な時期に知らせてくれる」80％以上維持［86％］
	ア・合格者数現役25％(△)

　・進路指導における情報提供、生徒に考えさせる取組みは順調に進んだ。86％（○）

	
	イ　補習・講習等の充実
	イ・補習・講習等について効果的で　　生徒の要望にあうように立案計画実施する。
	イ・「希望する進路を実現するための講習等が充実している」80%以上維持[84%]
	イ・講習について、生徒の要望に合致している。83％（○）

	２　豊かな人間性の涵養
	(1) 知・徳・体のバランスのとれた生徒の育成
	(１) 

	（１）

	

	
	ア　学校行事等によるリーダーシップ、協調性、創造性、感性の育成


	ア・生徒会活動、学校行事が活発に行われるよう工夫する。




	ア・「生徒会活動は活発である」80％以上を維持［82％］「体育祭や文化祭は楽しく行えるように工夫されている」85％以上［91％］
　・「千里高校に入学してよかった」80％以上[86％]
	ア・体育祭、文化祭や生徒会の活動について、生徒の自主性、共同性が伸びている。
生徒会活動についての評価は77％と目標に達しなかったが、新たな視点で教職員と交渉するなど、成長著しい。（○）
　　体育祭文化祭について93％（○）
　・生徒の満足度が向上している。91％（◎）

	
	イ　部活動、校内外の活動と学習の両立


	イ・部活動等を充実させるとともに、家庭学習との両立を図る。


	イ・「部活動は活発である」90％以上を維持［96％］
・「家庭学習する時間を確保できている」70% 以上[68%]
	イ・部活動について、施設設備は十分ではないが、うまく活用して活発に取り組んでいる。96％（○）
　・なかなか時間の確保が進んでいないので、指導を継続したい。69％（△）

	
	(2) 人権を尊重する精神の涵養
	（２）
	（２）

	

	
	ア　社会貢献活動等に触れることによる豊かな人権感覚の醸成
	ア・社会貢献に取り組む卒業生や専門家による講演及び連携協力を推進する。


	ア・「様々な場面で豊かな心や人の生き方について考える機会がある」80％以上［85％］
・「社会貢献活動に関わることは大切だと思う」90％以上［94％］
	ア・人権感覚の醸成については、進んでいると考える。88％（○）

　・生徒の意識が醸成できている。94％（○）

	
	イ　多様性を尊重する人権教育の推進

	イ・ＨＲで外部人材の講演等を活用し、人権学習等を充実させ、人としての在り方生き方を学ぶ道徳教育を推進する。
	イ・「人権について学ぶ機会がある」
90％以上を維持  [95％]

	イ・人権教育について、外部講師の講演を活用し、また、校内での人権教育教材の見直しも進めた。96％（◎）

	
	ウ　教育相談体制の確立
	ウ・定期的に情報共有を図り、不登校等の生徒の把握と対応に組織として取り組む。
　・いじめの未然防止に努め、万一生起した場合は迅速かつ真摯に対応する。
・研修の充実やスクールカウンセラーとの連携により、不安定な生徒のケアを図る。
	ウ・「悩みに応じてくれる先生がいる」
　 75％以上[79％]
・「いじめについて困っていれば真剣に対応してくれる」85％以上［88％］
	ウ・生徒情報の共有については、十分にできつつある。82％（○）
　・いじめについて、ゆるさないという態度が定着しており、実際に生起していないものの、教員に対する信頼度は上がっている。
90％（○）
　

	３　学校の組織力の向上
	(1) 学習指導方法の工夫改善
	（1） 

	（１）

	

	
	ア　教科・学年・分掌を超えた情報共有


	ア・教職員が「チーム千里」としてスクール・ポリシーを教育活動に反映するための共有と具現化の機会を設け、各教科・学年・分掌でのスタンダード教育計画を策定する。
	ア・策定したスタンダード教育計画の公表
・「分掌や学年間の連携が円滑に行われ、有機的に機能している」65％以上［62％］
・「教育活動について日ごろから話し合っている」80％以上［76％］
	ア・各教科・学年・分掌等で検討し、学校教育計画に盛り込み、共有した。さらに精選し、公表を考えていく。（△）
　・学年を超えた情報共有、分掌間の協力とともに、全校体制で物事に当たる雰囲気ができてきた。89％（◎）
　・職員室・教科準備室等、また教員勉強会等で、話し合う機会が作れている。92％（◎）　

	
	イ　研究授業・研究協議の実施による授業改善
	イ・学校全体として研究授業を行うとともに研究協議を実施し、授業改善のためのＰＤＣＡサイクルを回す
	イ・今年度で６回めとなる研究授業、研究協議の実施及び府内への公開
・生徒の授業アンケート「授業内容に興味・関心を持つことができた」80％以上［84％］「授業を受けて知識や技能が身についた」80％以上［85％］
	イ・公開授業、研究協議について実施できた。
　　（○）
　・授業改善の効果が出ている。
興味・関心　88％（○）
　　知識・技能　90％（○）

	
	ウ　新たな教育課題への取組み






	ウ・円滑な新指導要領の実施を図る。
・評価方法の研究を継続し、教科における指導方法・評価について、統一・共有化を進め、評価について生徒・保護者の理解を得る。
・１人１台端末の活用について、「ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞGIGAﾊｲｽｸｰﾙ研究指定事業」の指定を活かし、さらなる利活用を図る。
	ウ・生徒の「学習の評価について納得できる」85%以上 [86%]
　・生徒「授業でICT機器を使う機会がよくある」90％以上［95％］
　・教員「ICT機器が授業などで活用されている」90％以上［97％］


	ウ・学習評価について、理解が得られている。
85％（○）
　・LGHのモデル校として、活用が進んでいる。
97％（○）
　・LGHのモデル校として、活用が進んでいる。
98％（○）


	
	(2) 危機管理力の向上
	（２）
	（２）
	

	
	ア　不測の事態への迅速な対応力の維持・強化
	ア・不測の事態にも迅速かつ組織的に対応するチーム力を維持する。

	ア・生徒「悩みや相談に親身になって応じてくれる先生がいる」80％以上［79％］
　・保護者「いじめについて子どもが困っていれば真剣に対応してくれる」85％以上［86％］
　・教職員「いじめが起こった時の体制が整っており、迅速に対応できる」90％以上［97％］
	ア・いじめ等の不測の事態について、教員の行動について信頼できるとの評価が得られている。
・生徒82％（○）
　・保護者89％（○）
　・教員の意識も高い状態が維持できている。
94％（○）

	
	(3) 効果的な情報発信
	（３）
	(３)
	

	
	ア　本校の特長と魅力の先鋭化と情報発信の強化

	ア・本校の特長と魅力を再確認し、校内外に向けて積極的に発信するため、保護者宛のメール等の活用促進およびホームページのさらなる活用を図る。
	ア・保護者「学校は教育情報について提供の努力をしている」80％以上［81％］「千里高校は魅力ある学校といえる」90％以上を維持［92％］
	ア・情報提供について、一定の評価が得られている。
教育情報の提供85％（○）
　　魅力ある学校92％（○）
　

	
	(4) 働き方改革の推進
	(４)
	（４）
	

	
	ア　生き生きと働ける環境づくり
	ア・時間外労働の縮減を図る。
　・部活動方針を遵守し、適切な休養日を設定し、適正な指導・運営に係る体制の構築を行うことで、教職員の時間外在校等時間の縮減を図る。
・ICT機器の授業および校務における活用方法を促進する。
・相談したり助言しあったりできる関係作りのための機会を持つ。
	ア・教職員一人あたりの超過勤務時間数で前年度よりさらに５％削減をめざす。[406時間/人]
　・年間時間外在校時間720時間以上の教職員０人をめざす。［８人］
・ICTを活用したさらなる校務の効率化を図る。
・「分掌や学年間の連携が円滑に行われ、有機的に機能している」65％以上［62％］
・「教育活動について日ごろから話し合っている」80％以上［76％］
・ストレスチェック結果を事業場全体の平均以上にする。［109/99］
	ア・教職員一人あたりの超過勤務時間
　　390時間/人　４％削減（△）

　・年間時間外在校時間720時間以上８人（△）

　・ネットワーク更新などがあり、業務量が格段　　
　　に増えたと感じる（△）
　・全校体制で協力して物事に当たる意識が醸成できてきた。89％（◎）
　・職員間のコミュニケーションが進んできた。
92％（◎）
　・100/98（○）
　　昨年度より大幅に総合健康リスクが改善された。職場の支援は97/96と、事業所全体の平均以上になっている。業務量が9.6/9.0と負担が多い中、改善されたと考える。



